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○三郷市審議会等の設置及び運営に関する規程 

平成２１年３月２６日 

訓令第７号 

改正 平成２１年７月１６日訓令第２２号 

平成２３年９月６日訓令第１７号 

（目的） 

第１条 この規程は、別に定めるもののほか、審議会等の適正な設置及び円

滑な運営に必要な事項を定めることにより、審議会等の運営の透明性及び

公正性を確保するとともに、市政に対する市民参加の促進を図り、もって

開かれた市政の推進に資することを目的とする。 

（定義） 

第２条 この規程において「審議会等」とは、地方自治法（昭和２２年法律

第６７号）第１３８条の４第３項に規定する附属機関及び規則又は要綱等

により設置された協議会等（市職員のみで構成する内部組織としての委員

会、関係団体との連絡調整を主な目的とする協議会、特定の事業を実施す

るために組織する実行委員会その他これらに類する機関を除く。）をいう。 

（審議会等の設置） 

第３条 審議会等の設置にあたっては、次に掲げる事項に留意するものとす

る。 

（１） 審議会等の設置根拠となる条例等において、設置目的、所掌事務、

委員の人数、選任区分及び任期を明らかにするものとする。 

（２） 委員の人数は、１５人以内とする。ただし、法令等に定めがある

場合は、この限りでない。 

（審議会等の運営） 

第４条 審議会等を開催するときは、夜間、休日等を含め、委員が出席しや

すい日程を設定するよう努めるものとする。 
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２ 会議資料は、十分な議論を効率的に行うため、事前に配布するよう努め

るものとする。 

（審議会等の見直し） 

第５条 既存の審議会等については、設置の必要性、所掌事務その他の役割

を検討し、次の各号のいずれかに該当する場合は、廃止又は他の審議会等

との統合をするよう努めるものとする。 

（１） 設置目的を達成した場合 

（２） 社会情勢の変化により、設置の必要性が著しく低下したと認めら

れる場合 

（３） 他の手段で目的が達成できる場合 

（４） 過去の開催実績が少なく、今後も開催の見込みが薄い等活動が著

しく不活発な場合 

（５） その他行政の簡素化、効率化の見地から廃止又は統合が適当であ

る場合 

（委員の選任） 

第６条 委員の選任は、審議会等の設置目的に照らし、次に掲げる事項につ

いて十分留意して行うものとする。 

（１） 審議会等の機能を十分発揮するため、設置目的に応じて各界及び

各層から幅広く選任すること。 

（２） 委員の年齢は、原則として、新たに選任する場合は６５歳以下、

再任の場合は７５歳以下とすることとし、審議会等における委員の年齢

構成の均衡を保つよう配慮すること。 

（３） 委員の任期は、特別な理由がある場合を除き、同一の審議会等に

ついて原則として１０年を超えないこと。 

（４） 複数の審議会等において同一人を重複して委員に選任できる数は、

原則として３審議会等までとすること。 
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（５） 委員を公募することが適切であると認められる審議会等について

は、積極的に公募を行うこと。 

（６） 三郷市男女共同参画社会づくり条例（平成１８年条例第２８号）

の趣旨を踏まえ、女性の委員を積極的に登用すること。 

（７） 市議会議員は、法律で特別の定めがある場合を除き、原則として

委員に選任しないこと。 

（８） 市職員は、特に必要がある場合を除き、委員に選任しないこと。 

（公募委員の資格） 

第７条 公募により選任する委員（以下「公募委員」という。）に応募する

ことができる者は、次の各号に掲げる要件のいずれにも該当するものとす

る。 

（１） 市内に住所を１年以上有する者 

（２） 原則として２０歳以上６５歳以下の者 

（３） 市議会議員又は市職員でない者 

（公募の方法等） 

第８条 委員の公募は、次に掲げる事項を広報みさと、市ホームページ等に

より行うものとし、２週間以上の応募期間を設けるものとする。 

（１） 審議会等の名称、設置目的及び審議事項 

（２） 応募資格 

（３） 公募人数 

（４） 選任時期及び任期 

（５） 申込方法及び申込期限 

（６） 選考方法 

（７） 問い合わせ先 

（８） その他必要な事項 

２ 公募委員の応募は、審議会等委員応募用紙（様式第１号）を審議会等を
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所管する課（以下「所管課」という。）に提出することにより行うものと

する。 

（選考委員会） 

第９条 公募委員の選考は、原則として所管課の職員をもって構成する選考

委員会を設置し、次の各号のいずれかの方法で行うものとする。 

（１） 書類選考（小論文を含む。） 

（２） 書類及び面接による選考 

２ 所管課は、公募委員が決定したときは、応募者全員に選考結果を通知す

るものとする。 

（委員の失職） 

第１０条 委員が市議会議員又は市職員となったときは、特に必要がある場

合を除き、当該委員の職を失うものとする。 

（会議の公開） 

第１１条 審議会等の会議は、原則として公開するものとする。ただし、次

の各号のいずれかに該当する場合は、公開しないことができる。 

（１） 三郷市情報公開条例（平成１１年条例第１５号）第７条各号に掲

げる非公開情報を含む議題について審議する場合 

（２） 公開することにより、公正かつ円滑な議事運営に著しい障害が生

ずると認められる場合 

（会議の公開又は非公開の決定） 

第１２条 会議の公開又は非公開の決定は、審議会等の長又は所管課が当該

審議会等に諮って行うものとする。この場合において、会議を非公開とす

る決定をしたときは、審議会の長又は所管課はその理由を明らかにしなけ

ればならない。 

（公開の方法） 

第１３条 会議の公開は、傍聴者の定員をあらかじめ定め、会場に一定の傍
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聴席を設けて、希望する者に傍聴を認めることにより行うものとする。た

だし、定員を超える傍聴希望者がいる場合は、抽選その他の方法により傍

聴者を決定するものとする。 

２ 審議会等は、当該会議を公正かつ円滑に行うため傍聴遵守事項を定め、

会議開催中における会場の秩序維持に努めるものとする。 

３ 審議会等は、会議を公開するにあたり会議の内容がわかる資料を傍聴者

へ配布するものとする。ただし、会議資料のうち三郷市情報公開条例第７

条各号に掲げる非公開情報、又は当該審議会の審議を経て議会の議決に付

す事項が記載されている会議資料については、この限りでない。 

（会議の開催通知） 

第１４条 所管課は、審議会等の会議を開催しようとするときは、開催日前

７日までに会議開催案内を公表するよう努めるものとする。ただし、緊急

に会議を開催する必要があるときは、この限りでない。 

２ 前項の公表は、庁舎内への掲示、市ホームページへの掲載等により行う

ものとする。 

（会議録の作成） 

第１５条 所管課は、会議終了後速やかに会議録を作成するものとする。 

２ 所管課は、会議録の作成にあたり、当該会議の議題及び審議の結果、内

容、経過等を市民が十分理解できる形式で明確に記載するよう努めるもの

とする。 

（会議録の閲覧等） 

第１６条 所管課は、会議録を市政情報コーナー及び市ホームページ等にお

いて市民等の閲覧に供することにより、会議の結果を公表するよう努める

ものとする。ただし、三郷市情報公開条例第７条各号に掲げる非公開情報

が記載されている部分については、この限りでない。 

（委員名簿の作成及び管理） 
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第１７条 所管課は、委員の選任及び変更があったときは、審議会等委員名

簿（様式第２号）を作成し、速やかに企画総務部企画調整課に提出するも

のとする。 

（その他） 

第１８条 この規程に定めるもののほか、審議会等の設置及び運営に関し必

要な事項は、市長が別に定める。 

附 則 

この訓令は、平成２１年４月１日から施行する。ただし、第６条から第９

条までの規定は、平成２１年４月１日以降に最初に委員が選任される審議会

等から施行する。 

附 則（平成２１年７月１６日訓令第２２号） 

この訓令は、平成２１年７月１６日から施行する。 

附 則（平成２３年９月６日訓令第１７号） 

この訓令は、平成２３年９月６日から施行する。 
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様式第１号（第８条関係） 

様式第２号（第１７条関係） 

 


